
 

 

 

 

 

最近、時間の流れが速く感じるようになりました。大

したことをしないのに、あっという間に１日が終わって

しまいます。何をするにも以前のように手早くできす、

時間がかかるようになったからでしょう。そうと分かっ

ていても、つい若い時と同じ感覚で時間の読みをしてし

まいます。順調に進めば問題なしですが、思いがけない

ことが起きると予定の積み残しとなってしまいます。 

こんな時、つい〝想定外〝でと言い訳をしてしまいます

が、単に判断が甘いだけのことです。自分では分かって

いるので、心の中で反省すると共に学習し、次からは気 

     

 

をつけようとは思うのですが、結果は繰り返しです。 

個人の日常レベルでは問題なしですが、こと原発事故

となるとそうはいきません。〝想定外〝と何度も聞きま

したが、過去の事故から学んでいれば、想定不可ではな

かったのではないでしょうか？いい訳が繰り返される中

で、時間と闘いながら一生懸命修復作業に関わっておら

れる方の姿こそ真に尊く思います。電気に無縁の人はい

ないのですから、自分の問題として考え続けねばならな

いと思っています。 
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『あ
か
る
く
、あ
た
ま
を
使
っ
て
あ
き
ら
め
な
い
』 

の
頭
文
字
３
つ
の
Ａ
を
掲
げ
た
３
Ａ

方
式
の
認
知
症
予
防
の
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。 

認
知
症
の
原
因
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、英
国
の
チ
ャ
ー
チ
ル
元
首
相
や
鉄
の
女
と
言
わ
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
、そ

し
て
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
元
大
統
領
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
国
を
背
負
い
、度
々
責
任
あ
る
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
は
大
き
な

ス
ト
レ
ス
が
伴
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
に
認
知
症
が
問
題

と
な
る
の
も
頷
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、ま
だ
本
格
的
な
治
療
薬
も
開
発
途

上
で
あ
り
、世
間
の
不
安
を
増
幅
し
て
い
ま
す
。 

３
Ａ
方
式
は
、長
年
施
設
で
患
者
に
接
し
て
い
た
看
護
婦
さ
ん
が
開
発
し
た
ゲ
ー
ム
等

に
よ
る
予
防
法
で
す
。
認
知
症
の
程
度
を
測
る
検
査
法
に
よ
る
と
、１
年
後
に
は
講
習
を

受
け
続
け
た
人
は
そ
の
数
値
が
改
善
さ
れ
、現
在
の
薬
に
よ
る
治
療
を
上
回
る
効
果
が
実

証
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ゲ
ー
ム
に
は
単
純
な
も
の
か
ら
、一
見
単
純
に
見
え
て
や
っ
て

み
れ
ば
難
し
い
も
の
ま
で
あ
り
、い
つ
し
か
夢
中
に
な
っ
て
い
る
自
分
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

気
が
つ
け
ば
、集
っ
た
見
ず
知
ら
ず
の
人
達
が
、昔
か
ら
の
仲
間
の
よ
う
に
打
ち
解
け
て
楽

し
ん
で
い
る
の
で
す
。 

『
や
さ
し
さ
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら
楽
し
く
』
の
基
本
方
針
そ
の
ま
ま
に
、失
敗
も
笑

い
飛
ば
し 

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、 

「
ま
た
逢
い
ま
し
ょ
う
、次
の
講
習
で
」
と
笑

顔
で
散
会
し
ま
し
た
。 
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自分の最期の時をどのように過ごすか、人生の最後の幕をどう

演じるかを考えたとき、 

終の棲家は非常に重要な大道具となります。 

未だそこそこ身体が動く間に準備を始めるのがよろしかろう．．． 

そのワンステップとして各施設の見学ツアーに参加しました。 

 

施施施設設設   
見見見学学学ををを   
終終終えええててて・・・・・・   
感感感じじじたたたこここととと   
 

 

見学コースの順番はさすがによく吟味されていました。 

①多少息苦しい印象の特養から始まって、②介護付き有料老人ホ

ーム、そして ③現在販売中のリゾートホテルのようなシニア型

分譲マンション。そこで気持ちを明るく開放されたところで解散。 

①は入所待機者数の多さは予想していたとは言え驚きでした。 

②は今後施設数は増加するだろうし競争も激化してより多様な

形態になってゆくであろうし、老後を託す有力候補と考えていま

した。しかし②を見学して感じたのは、経済効率と施設スタッフの 

仕事のしやすさが居住者の尊厳より優先しているのではという     

ことでした。 居室の狭さとトイレ丸見えの露骨な構造は、大きな

トイレルームにベッドがあるような印象でした。  

居住者の方に感想を伺ってみたいです。 このような状態なら 

最期の大きな買い物として積極的には選択しないだろうなあ・・・ 

自宅で苦しまずポックリ逝けるのが一番ではあるけど、 

孤独死は腐乱死体が残るので美的に問題有り過ぎ！ 

全く人生は最後まで悩みが尽きないものですね。  

（お一人様予備軍 K.K のつぶやき） 

 

認 
知 

症 

予 防 
指導者講習会に 

参加して 

6月 7日 真盛園にて 

6/1 

5／14   チャリティ茶会・祈りと希望  

ご協力頂きましてありがとうございました。 
★ チャリティ義援金は 52,750 円でした。 

★ 東日本大震災：震災遺児を支える 

「奨学金」として送りました。 

 


